
 

 

 

 

 

 

青森県を高レベル放射性廃棄物の最終処分地としな
い条例制定を求める請願が不採択となりました。 

９月 21日、42,427筆の署名を携え、青森県議会へ申

し入れてきた上記の請願書は 10月６日の県議会常任委員

会（商工労働観光エネルギー委員会）で不採択が確認さ

れ、11日の県議会本会議で正式に不採択となりました。 

 本会議では主に鹿内博議員（県民主役の県政の会）が

本条例制定必要性を強く訴えましたが採決の結果、否決

となりました。なお、本条例制定に賛同した議員は立憲

民主党３名（１名は欠席）、共産党３名、県民主役の県

政の会２名の計８名でした。（次ページに鹿内県議の反

対討論趣旨を掲載しています。） 

 本会議終了後は浅石、奥村両共同代表が記者会見を行

い、県議会の不誠実な対応に抗議の意を表明しました。  

また、今後の活動方針を問われましたが、正式には県

民の会の総会を開催して決定していくとしながらも、今

回の活動に携わった県内の多くの市民団体と共に継続し

て闘うことを表明しました。 

請願不採択結果の通知書です 

 

 

  

《議案反対議員・敬称略》 

・立憲民主党～今博、田中満、鶴賀谷貴 

         ※田名部定男（欠席） 

・日本共産党～安藤晴美、松田勝、吉俣洋 

・県民主役の県政の会～渋谷哲一、鹿内博 
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議会終了後、記者会見に臨む浅石、奥村両副代表 
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① 去る 10 月７日、立憲民主党田名部匡代参議院議員の

「高レベル放射性廃棄物の搬出期限が守られるのかとい

う懸念が地元では日増しに高まっている。」との質問に、

岸田総理は「事業者が搬出期限を守るよう国として指導

する」と答弁しておりますが、確実に 2045 年４月 25 日

までに搬出するために、最終処分場を国の責任で操業を

開始し、青森県を最終処分場にしない、国の確約文書に

基づき青森県との約束を果たす」との答弁ではなかった

ことです。 
 

② 昭和 60 年４月９日、原子燃料サイクル事業に関する

青森県議会議員全員協議会で、当時社会党鳥谷部議員は

「青森県が高レベル放射性廃棄物の最終処分場になるか

もしれない懸念を持っている。今の時点で高レベル放射

性廃棄物の処分場にはさせない、と言う国の保証をとる

義務と責任が知事にある。」と質問。その際、北村知事

は、「施設の敷地外で処分していく。そのためには今後

とも処分の技術について国が検討を重ね、国の責任にお

いて処分する。」と答弁。公明党の浅利議員は、「今後、

青森県が最終処分場にならないという担保を国に対して

どのようにとられるのか。」と質問。北村知事は「敷地

外であるが、それは下北半島あるいは県内であるかない

か、心配が残ってくるのはごもっともであり、それらの

ご意見、ご心配をどういう形で国の方に申しれと申しま

しょうか、今後とも考えてまいりたい。」答弁しており

ます。37 年前に核燃料サイクル施設立地を受諾した際に、

何の担保もなく受諾し、それが今日まで尾を引いている

のにピリオドを打つべきであります。県条例を制定しな

い理由を、三村知事や一部県議会議員の主張として、国

の確約文書と事業者との安全協定で一時貯蔵期間が順守

され、期間満了時に電力会社が搬出する確約をしている

ということですが、これだけでは、青森県を最終処分地

とせず、2045年４月 25日までに搬出する保証にはならな

いのであります。 
 

➂ 国は平成６年６月の原子力長計で平成 40 年代半ばに

最終処分場を開始すると明記、更に 20 年３月に策定した、

最終処分計画で平成 20 年代中頃を目途に精密調査地区を

選定し、平成 40 年前後を目途に最終処分施設建設地を選

定し、平成 40 年代後半を目途に最終処分を開始すると閣

議決定しております。本県からの搬出期限である 2045 年

４月 25 日にむけて国は 30 年前から準備をしてきたはず

でが、残り 22 年６カ月になっても、文献調査さえ終わら

ず、国の原子力長計や最終処分計画が、現時点で実現す

る確証がないということであります。 
 

④ 残りの時間が 22 年６カ月でどうして最終処分場が操

業できるのか、そのスケジュールを国は示そうとせず、 

知事も国に求めない。国は 30 年は目安だから、立地場所

によっては短くなることもあるから一概に言えないとい

う。ならば長くなることもあり、平成 20 年の処分計画の

スケジュールは根拠がないと言うことでもあります。 

しかも法律で、５年に一度スケジュール等の処分計画

を策定しなければならないのに、平成 20 年以降策定して

いないという、違法状態を放置する国と見て見ぬふりを

する知事の対応では県民は安心できません。 
 

⑤ 国の確約文書は、平成６年 11 月に北村知事に出され、

その後木村知事、三村知事にもだされ、北海道、岐阜知

事にも出されておりますが、三村知事のように大臣が代

わる都度に、確約文書が引き継がれているか確認するよ

うなことをせず、三村知事の大臣詣では文書が不安だか

らの証明であります。国の閣議決定等された、原子力長

計・エネルギー基本計画・プルサーマル計画等の重要政

策さえ実現せず、閣議決定もされない大臣の確約文書や

法的拘束力のない事業者の安全協定が、順守される担

保・保証はどこにもないと言う事であります。 
 

⑥ 電力会社が搬出するとしていますが、搬出施設も検

討せず、原発立地自治体も受け入れるはずもなく、最終

処分場以外のどこに搬出するのでしょうか。原子力船む

つの母港問題で私たちは国の約束は全く信頼できないこ

とを学び、繰り返してはならないはずです。 
 

⑦ 三村知事が『見ざる・聞かざる・言わざる』の如く、

国に毅然たる態度を示さなければ、国から青森県は軽く

見られ一時貯蔵の 30 年、50 年が 80 年、100 年と延ばさ

れ、実質青森県が最終処分地化される懸念、不安は日増

しに高まっています。だからこそ、北海道のように条例

を制定し、将来、誰が知事、県会議員になっても、青森

県を最終処分地としない姿勢と決意を引き継ぐことを内

外に宣言し、併せて、無責任な国と事業者に、青森県は

あなた方の思いどおりにはいきませんよ、との毅然たる

態度を示すことが必要であります。 
 

⑧ 37 年前の県議会で討論された、青森県が核のゴミ捨

て場にされるのでは、との不安と懸念には終止符を打つ

ことが、今の県政に関わる私たちの責任であります。他

県にはない、負の遺産と混迷、悩みを次の時代に引き継

ぐことなく、私たちの時代で終わりにすべきです。 

⑨ 最大の理由は、青森県を最終処分地としないことは、

三村知事はじめ県議会議員、全ての県民の願いと確信す

るからであります。 

 

【次頁に請願不採択の詳細を報じた新聞記事を掲載】 

 

 

青森県を高レベル放射 
廃棄物の最終処分地とし 
ない条例」制定を求める 
請願を不採択とした青森 
県議会定例本会議での議 
案に対する鹿内博議員に 
よる反対討論の９つのポ 
イント 
※ 鹿内博議員のほか、安藤晴 

美議員（日本共産党）が反対討 

論を行いました。          鹿内博議員 



   下北選出の３議員はすべて不採択にまわりました。 
これで果たして住民に責任が持てるのでしょうか！ 

10/12デーリー東北 



10月 30日投票 青森市議選、フォーラム役員２名当選しました。 
立憲、共産は全員当選 社民も議席獲得しました。 

 

   

☜むつ湾フェリー、新たな生き残り策となるか！ 
災害時緊急輸送や広域避難手段として活路を 

 
☟東通原発工事再開を東京電力へ要請、 
 工事を行うには原子力規制委員会の審査に合格する必要があ
りますが、まだ申請すら行われていません。原発依存から脱却
すべき時期にきているのではないでしょうか。 
  

 10月 23日告示、30日投票が行われ

た青森市の市議会議員選挙は社民フォ

ーラム青森の藤田誠代表（立憲・現）

および蛯名和子副代表（立憲・現）は

上位当選を果たしました。立憲民主１

区幹事長の奈良祥孝氏も含め立憲３名

は全員再選されました。 

 また、共産は新旧交代を果たしなが

ら６名全員当選と前回議席数を確保し

ました。社民党も福島党首などの応援

を得ながら、市民活動家の小熊ひと美

氏の初当選を勝ち取りました。 

 12月には十和田市議会選挙も予定さ

れており、フォーラム青森幹事の久慈

年和氏も再選を目指して立候補を予定

しています。 

藤田誠氏（立民）    蛯名和子氏（立民） 小熊ひと美氏（社民） 



下北縦貫道、整備遅れが命を脅かすことに… 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑10/13 

東奥日報 

 

10/13→ 

デーリー東北 

 

 

↓10/14東奥日報 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内の高規格道路事業は上北自動車道の年内全線開
通、津軽自動車道も着々と延伸しています。 

その一方で下北縦貫道だけは遅々として進まず、むつ
IC～むつ尻屋崎 IC 間が年内開通予定ですが、コマ切れ
開通は効果ゼロに等しい状況です。 
数多くの核施設を押し付けておきながら、この現実は

市長ならずとも何とも腹立たしい限りです。 
陸路、海路、そして鉄道網と悉く地域を蔑ろにされ、

それを追認する県政を見逃すわけには行きません。 



今月は紙面に少し余裕がありましたので「下北かるた」を紹介します。 
～地元のみなさんはよくご存じと思いますが、下北地域以外の読者もおられますのでご紹介します～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「下北かるた」は次代をになう子供たちに郷土下北をよく知ってもら

い、そして郷土を愛する心を育てようと作成しました。 

 下北半島固有の風土、歴史、文化、産業、人物等を再発見し、郷土の伝統と

個性をより鮮明にするための「地域学」の実践と考えました。まず、かるたを

囲み、楽しむことが基本です。 

 読み札にある名所、人物、名産等については下北半島 11市町村の人々に選

んでいただき、それを「下北かるた編集委員会」で決定しました。各地域の魅

力を網羅できるように工夫してあります。 

 編集にあたり、北野岸柳氏から御教示を頂き、解説と合わせて菊池靖夫氏に

監修していただきました。 

 この「下北かるた」初版は、平成 6年に（社）むつ青年会議所創立 35周年

記念事業として製作いたしました。      （かるた箱の説明より転載） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

下北半島の文化・名産・名所を読んだ「下北かるた」ですが、このカルタを形どった上記の写真のような

看板が現在、下北各地に合計８箇所に設置されているとのことです。分かりづらい場所に立っている看板も

ありますので、全てを見つけることにチャレンジしながら、ふるさと再発見はいかがですか。 

如何でしょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな記事が掲載されました。 
ロシアのウクライナ侵攻、北朝鮮ミサイ

ル騒動のなか、東北唯一の正規販売代理店

が青森県でスタートしました。NHKテレビ

ニュースでも報道されました。核燃サイク

ル施設や米軍三沢基地を抱える本県での需

用を見込んでいるとのことです。実際、北

朝鮮の弾道ミサイル実験のあった 10月６

日以降、法人や個人からの問い合わせは大

幅に増えたとのことです。何とも物騒なこ

とです。 

こうした商品が本県向けに販売されるこ

とにあらためて青森県とりわけ下北、上北

地域の不安が浮き彫りにされます。 

（新聞記事は 9/30デーリー東北） 

 


